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◎旧大名小学校跡地まちづくり構想の検討に着手しました ◎第１回検討委員会でのご意見
平成２６年３月に閉校した旧大名小学校については、平成３０年度以降の跡地活用着手に向け、基本

的な考え方を整理する「旧大名小学校跡地まちづくり構想」の検討に着手しました。
まちづくり構想の検討に際しては、地域や関係団体・学識経験者・行政担当者で構成する検討委員会

を設置し、様々なご意見を頂きながら、平成２７年度早期の策定を目指し、検討を進めてまいります。
その第一歩として、平成２７年１月２９日に「第１回旧大名小学校跡地まちづくり構想検討委員会」

を開催しました。

づ が

○福岡県西方沖地震の経験を踏まえ、災害時の機能として避難場所は必要ではないか。

旧大名小学校跡地活用において、今後検討が必要な事項について、防災・歴史・くらし・回遊・創造
など様々な観点から、以下のようなご意見が出されました。

井上 鴻一 大名自治協議会 会長 出口 敦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授

三原 哲彦 大名公民館 館長 坂井 猛 九州大学新キャンパス計画推進室 教授

大崎 信昭 大名小学校同窓会 副会長 片野 博 九州大学 名誉教授

◎旧大名小学校跡地まちづくり検討委員会を設置しました
○跡地の今後の位置づけ次第では風営法の規制が無くなり、生活環境の悪化を懸念している。

○子どもから高齢者まで安全安心に暮らせる街としての要素を備える必要がある（広場など）。

○イベントが実施できるなど、都心部一体の賑わいにつながるような場も必要ではないか。

○天神から舞鶴・大濠公園地区をつなぐ東西の人の流れを受け止める場づくりや、明治通りと
えのき通り間の人の流れを創出する、南北に跡地を通り抜ける動線づくりも必要ではないか。

大崎 信昭 大名小学校同窓会 副会長 片野 博 九州大学 名誉教授

小谷 浩司 大名紺屋町商店会 会長 池田 美奈子 九州大学大学院芸術工学研究院 准教授

日野 守隆 天神西通り発展会 会長 青木 崇 株式会社日本政策投資銀行九州支店 企画調査課長

飯田 浩之 We Love 天神協議会 事務局長 大和 正芳 福岡市中央区長

松田 美幸 福岡地域戦略推進協議会 シニアフェロー 橋本 淳 福岡市教育委員会教育次長

馬場 隆 福 市住宅都市局長※ 第１回委員会において 委員長に出口委員

○天神や大名はクリエイティブ（創造的）な人材が多く集まっている。跡地が、旧大名小などの
歴史を踏まえながらも新しいものやイノベーションを生み出すための場になると、さらに
創造的な人材の集積が起こるのではないか。

○場における様々な活動の中から文化が生まれてくることから、ハードをつくるだけでなく、
継続的な活動があるということが更に重要になってくるのではないか。

馬場 隆 福岡市住宅都市局長※ 第１回委員会において、委員長に出口委員、
副委員長に坂井委員を選出。

◎検討委員会の進め方

○大名ならではのテーマ（歴史・若者の文化・食など）を情報発信できるような場にしてはどう
か。大名小出身の著名な方の足跡を残していくことも必要ではないか。

○南校舎は、昭和４年建築の鉄筋コンクリート造の建物として、福岡市では貴重なものであり、
文化的な価値も高く、ぜひとも残して欲しい。

●旧大名小学校跡地まちづくり構想の検討スケジュール
検討委員会やパブリックコメントなどを通じ、様々な意見を頂きながら、平成27年度早期の

策定を目指します
○老朽化した建物管理は大変。南校舎については、玄関周りを残し、公民館などを増築するなど、

新しいも と 体的に整備してはどうか

●検討委員会の進め方
検討委員会での意見を踏まえ、下記項目について、案を示しながら検討を進めていきます。
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①旧大名小学校において検討すべき事項

②まちづくりの方向性の検討
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策定を目指します。

○大名～天神という広い視点において、天神で起ころうとしている機能更新を、旧大名小学校
跡地を活かして、東京の大手町・丸の内・有楽町地区のような、連鎖型でまちをつくっていく
ことも検討してはどうか

新しいものと一体的に整備してはどうか。

○海外都市でも、ターミナル駅と大きな公園との間にある街は個性的かつ、活性化している例
があり、大名地区もその可能性を有しているのではないか。

次回は、第１回及び先進事例調査での意見を整理し、まちづくりの方向性について検討していく
定 定 年 旬◎検討委員会の様子
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③跡地活用に向けた土地利用の考え方の検討

④跡地活用に向けた取り組みの検討
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○跡地が整備された後も、その場の運営に関わるようなマネジメントの仕組みや組織も重要に
なる。行政・大学・民間事業者・住民・市民などを含めた「公」「民」「学」連携の取り組み
も検討してはどうか。

ことも検討してはどうか。

旧大名小学校跡地まちづくり構想検討委員会 事務局

◎お問い合せ

予定です。開催予定は、平成27年4月下旬です。◎検討委員会の様子

福岡市 住宅都市局 都市づくり推進部 都心再生課 光益、山口

○開催あいさつ（馬場住宅都市局長）

電話：０９２-７１１-４４２６ ファックス：０９２-７３３-５５９０ Eメール：toshin-s.HUPB@city.fukuoka.lg.jp

ホームページ：http://www.city.fukuoka.lg.jp/jutaku-toshi/kaihatsu/toshi/kyudaimyosyogakkoatochi.html

○検討委員会の様子


